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全国初！防災チャットボットが消防団員をつなぐ 

『消防団スマート情報システム』の構築に向けた実証訓練を実施 
 

神戸市は「ＡＩ防災協議会」の最初の取り組みとして、防災チャットボット実用化に向
けた全国初となる実証訓練を令和元年 8月 4日(日)に実施いたします。 

昨年全国で発生した、地震や豪雨等の自然災害では、消防機関が同時多発する災害状況
をリアルタイムで把握するには限界がありました。 
そこで、消防団員がＬＩＮＥを活用し、災害現場に関する情報を防災チャットボットに

送信することで、人工知能（AI）が整理・集約して地図上に情報が反映され、災害現場で
約４，０００人の消防団員が把握した災害情報をリアルタイムで共有化できる「消防団ス
マート情報システム」の構築と実用化に向けた実証訓練を実施します。 
神戸市は平成 30 年度より内閣府戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）において

研究開発されている「人工知能（ＡＩ）技術やＳＮＳ等を活用した災害時情報収集」のし
くみである防災チャットボット（自動応答コンピュータプログラム）について、ＬＩＮＥ
株式会社等の協力機関と共同でその実用化に向け研究を進めております。 
令和元年 6月 18日には、産官学が一丸となり、防災・減災にかかる課題解決を図ること

を目的に「ＡＩ防災協議会」が設立され、神戸市もまた自治体会員として参加しています。 

 

１． 実施日時 

令和元年８月４日（日） 11時から 12時まで 

２． 実施場所 

市民防災総合センター 3階講堂  

神戸市北区ひよどり北町 3丁目 1番地 

３． 訓練主催者 

神戸市消防局警防部消防団支援課 

４． 訓練参加者 

  神戸市消防団員、消防職員、危機管理室など 

５． 協力機関 

ＬＩＮＥ株式会社、国立研究開発法人情報通信研究機構（ＮＩＣＴ）、 
国立研究開発法人防災科学技術研究所（ＮＩＥＤ）、 
株式会社ウェザーニューズ（ＷＮＩ）、NPO法人コミュニティリンク など 

６． 訓練内容 

地震が発生した想定で、消防団員が周辺状況等を防災チャットボットに送信し、情
報提供を行う。ＡＩを介して災害情報を地図上に表示するもので、消防本部が早期に

災害の全体像を把握できるかの検証。また、消防団員に活動支援情報や緊急時に一斉
に危険情報を伝達できるかを検証する。 



７． 取材方法 

・市民防災総合センター 1階ロビーで取材受付を行います。 

・取材中は各社腕章の着用をお願いいたします。 

 

 

【 参考：『消防団スマート情報システム』による災害情報のアウトプット 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


